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古代ゲルマン語のMedium表現の残照と変遷

手嶋竹司

印欧語のなかに数えられる諸語派，諸語族のなかでゲルマソ語に共通するとりわけ大きな

特徴の一つに動詞の組織体系上の特性が挙げられる。それは動詞の構成上の形態からくる活

用形式に基く分類にあることはよく知られている。例えば強変化動詞と弱変化動詞と呼ばれ

ているのがそれである。強変化動詞の構造的特性は印欧語から受け継がれたAblaut（母音

交替）という幹母音の母音度の交替でもって動詞の文法カテゴリーの一部を表わす構造をも

っている。これに対して弱変化動詞はその起源が比較的新しく，ゲルマソ語が独自に個有の

組織として編み出したものである。

その基本的な背景は印欧語に内在はしていたものの，それをゲルマソ語が新たに組み替え

て案出したものである。その構成法には四つのタィブがあった。その派生法の一つの手統

きとして今ここにみるrla一幹鋤詞と呼ばれるものがある。その構成法は語根部と屈折語尾
の問に一つの派生を特徴づけるFormans（構成素）として一ja一を挿入するもので，この　　　　　1）

一ja一幹動詞は他の派生法に比べて，その占める比重は時とともに増大していくが，特にご

のFormansは幹母音の音韻に影響することが大きく，且つ強靱であって，今日までその作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一p力を失っていない。その意味機能はfaktitiv（使役的）kausativ（作為的）及び三nchoativ

（起始始動的）な意味作用を負荷させる働きをもっている．ところがこの一ja一幹をもつも

ののなかに弱変化動詞の区分から漏れるものがいくつかある。それというのは古代ゲルマソ

語の動詞のなかに強変化動詞でありながら，語幹形成の上で強変化動詞としてのAblautの

ほかに，この一j翫を兼ね備えているものがある。ここでは，これらの例外的な現象につい

ていろいろな角度から検討を加えてみようと思う。

強変化動詞としての特性に加えて，さらに例外的に一見弱変化的ともみられるFormans

を併わせもっているということにも，それなりのraison　d16treがあるのではなかろうか。

時にそのような特異な言語現象には解明の手掛りとなるものがそれぞれの言語の歴史のなか

に発」見されることがある。

前置きはこのくらいに亡て本題に入るならば，筆者はこの特異な事実に対して兼ねてから

その出所来歴の究明に関心をよせてきた。

まずここにみる一連の強変化動詞はFormans－ja一を具有してはいるものものの，その派

生関係の成立はまず考えられない。さらに一般の弱変化動詞の場合と異って構成素一ja一が

現在形にのみ姿を見せ，その他の時形にはその痕跡を残さずに消えていく，このような強変

化の動詞の数は極く限られている。

An．　　　　　　Ae．　　　　　　Ahd．　　　　　As．

＊Sitjan　　　　　　　　　sitja　　　　　　　　　　　Sittan　　　　　　　　　　si2zen　　　　　　　　　　Sittiaロ

（sitzen）
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卑ligjan　　　　　　lig9ゴa　　　　　　　licga取　　　　　　　liggen　　　　　　　I三99ian

（liegen）

串b三5jan　　　　　　　　bi石ja　　　　　　　　　biddan　　　　　　　　bitten　　　　　　　　　biddian

（bitten）

上掲の表からもわかるように古代ノルド語（Altnordisch）や古代サクソソ語（Altsach一

slsch）では語幹形成素の一ja一が認められるけれども，古芙語や古高ドイツ語（Althoch一

deutsch）では子音重複すなわち重子音（Gemination）にその投影を残している。この表に

ゴート語（Gotisch）の例が挙げられていないのは，ゴート語の場合にはsf如π，」恕απとな

っていて，上に述べたような特性が認められないが，これはゴート語ではほかのゲルマソ語

に比ぺるとSystemzwang（体系からくる強制）の拘束が強力に，働く言語であって，その作

用の結果，体系の平均化を受け，構造上の整合性が強く強変化動詞一般に同化吸収されたた

めだと考えられる。

ではこの動詞語幹形成素はもともとどのような意味機能をもっていたかという点について
考えてみるに，まずその説明に入る前に考察のための手掛りとして例文からその事情を探っ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，°

てみよう。

＊sitjan

Hel．

5976

sitit些⊆旦thar　an　thea　swi5ron　half　godes

（〔キリスト〕は神の右側1こ座を占む）

5805f．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
endi　im　uppan　them　hlewe　gisat　diurlic　　　一

drohtines　bodo

（その塾の上に誉れ高き神の御旋いの者が座す）

1176

（Iacobus　endi　工ohannes）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

satun　1エ監tha　gesunfader　al1ξinumu　sande　uppel1

（父と息子〔ヤコブとヨハネ〕たちが砂の上に腰をおろしていた）

Alts．　Genesis．260
thanna　sat　im　thar　an　innan　a石alburdig　man　　　　　　一

（だがしかしそのなかに高貴の生まれの方が座った）

Der　Wanderer　111

swa　owa35　s且ottor　on　mode，　gesaet　him　sundor記t　rune．

一・　　　　（その賢者は胸の中でそう語り，ひとりもの思いに沈ん涯）

TaL　l52，3
gisi2zet　iu　garo　rihhi　fon　anaginne　weralti　　　　一

（天地創造以来そこに用意されてある国を手中に収めよ）

Caedmo11．1906　f，

n｛iPO，　Lδth，　gePenc，
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｝’ ﾋεet　1ユ11c　m6dige　ymb　mearce　sitta5，　　　　一

（さあ汝Lothよ，勇気ある我たはこの国境に止まることに思いをいたせ）

＊liggjaR

Hel．3336　f．　　　　　　　　　　　　　　　　，

（Lazarus）lag　imu　dago　gehwilikes

at　them　durrun　foren
　　　　　　　　　」iL肌aru5は来る日も来る日も速日外の戸口の前に横になっていた）

＊bi哲jan

Hel．852
he　im　s6　githiudo　bed　torlltaro　t6cno　　一

（彼は身にふさわしい謙虚な心で抑ける大空からのり琶を待ち望んだ）

Caedmo皿．2024　ff．

Pa　P記t　inwitspell　Abraham　sεegde

freondum　sinum；b箆d　him　fultumes

wa∋rf記st　h肥正e5　w三11ge葛oftan

（そのときAbrahamはこの不幸な知らせを自分の仲間の老に伝えた。

忠突な友は従顧な仲間に助けを求めた）

Bosworth　and　Toller：An　Anglo・Saxon　Dictionary．　S　99．　biddan．
11夕him　t6　eow　arna　b全dul1　　一

（彼らは汝らの慈悲の心にすがり訴えた）

Iibbian（leben）

HoI．4034　f．　　　　　　　　　・

ac　he　imu　mahti　libbie且for葛

ferahes　gefullid．

（しかし彼がこれから先生命力にあふれて生き統けんことを）

Bosworth　and　To11er：An　AIlglo・Saxo皿D圭ctionary．　S．636．工ibban．

w61ybba　m量slice　on　twelf　m6nPum；na　sceole　we　Iybban　Gode，

we奄e　6哲rum　timan　Os　sylfum　leofodon．
一

（我々はほかの時〔これまで〕ひとえにわがために生きて来た。

これからの12ケ月はこれまでと異なった生き方をする。今や神

に仕える生活がはじまる）

hebbian（haben｝　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

A星ts．　Genesis．120

habdm　im　hugi　strangan

一（彼らは強い意志を持うていた）

HeL　832　ff．

gewitun　im　tho　eft　thanan

fon　Hierusalem　Ioseph　endi　Maria，
habdun　ゴ盟　te　gisi誉ea　sunu　druhtines　　　　　　－■

（ヨゼ7とマリアはそこイエルサレムを再び去った。そして家族

の一員として神の子を持った）

in、tra血sitive　Verba　der　Ruhe
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Caedmon．433　f．

si蘭a且圭cmes6ftem記9
一restan　on　pyssum　racentum，　gif　him　p記t　rice　Iosa石・

（もしその国が潰減しても，私はこの鎖につながれて安らかに休むことがでぎる）

He1．3758

st6d　imu　th6　fdra　themu　wihe　waldandeo　Crist

（そのとぎ主キリストが聖なる所にお立ちになった）

HeL　332
WaS　im　WnleO　1血ikil，
一　　　　一

that　he　sia　s6　h61aglico　haldan　m6sti：

（彼が・それを〔神の掟〕を神聖なものにしておこうという彼の恵志は強固であった）

Hildebrandslied　39　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　．

du　bist　dir，　alter　H血n，　umm6t　s⇒ah6r
一　　　　一

（汝老いたるフーソ人よ，汝は人並はずれて賢いお方じゃ）

Tat．41，1　　　　　　　　　　ド
wart6t　iu　fon　luggen　wi2ago血，　　　　一

（汝ら偽りの予「欝i者を恐れるなかれ）

Otfrid　IV．’27，30五

tha2　ih　screib，　thaz　steit　imo　giscriban　thar

（私が述べ認めるところのことはそこセニしかと紛き記されている）

．」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜奄獅狽窒≠獅唐奄狽奄魔?@Verba　der　Bew6gung

He1．　424　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　τ

@　　　　　　「 　　　一
E・

@　　　　　　giwitunユ里te　Bethleem　thanan　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

（彼らはそこからベスレームへと立ち向かった）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F

baedmon．1779　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一’
　　　　　　　　　　　　　　　一f　　　him　Pa　f6ranl　gewat　f記dεr’2elmihtig6等

’　　　　　　　（それから全能の父なる方はおたち〔出発〕になられた）　　　　　　．

Beowulf　26　f．　　　　　　　　　　　　．

hiセn砿Scyld　gewat　t6　gesc∂ep・hΨile，

fela－hr6r，　f6rall　on　frδan　w禽re．

（それからScyldは運命の時へと向かった，勇を鼓して悠然と神の庇護の　　　　‘

うちへと向かって行った）

Her．102
endi　geng　im　the　gih6rodo　man　　　　　　　一

an　thana　wih　innan，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ

（その秀れて気高ぎ方〔Zac』arlas〕は聖なるところに入っていかれた）

He1．1235　f．　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　・

≦L些些匹些旦エ璽｝t1】arod　be　the血1合ron．Cristes，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

（彼らはキリストの激えを授かるためにそちらへやって来た）

Caedmon　255　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欄　　　’
L　　　　　　　　　r．．．1．」．一
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P記him　cona　from　weroda　drihtne，

（そのことは民草の主から出たものである）

Hel．2677　f、

th6　he　imu　mid　them　liudiun　samad

一fr61ico　f6r

一（その方〔神の子〕は人4とともに喜ばしき心もて同道された）

Caedmon．542　f．

Pサic　pe　llyran　ne　cann，

，　　ac　pa　meaht　Pε　for石　faran．

（だから私は汝の言うことに耳を傾けることはできないが，しかし汝は

勝手に行くがよい），

Caedmon．240

hwaerf　him　Pa　t6　heofenum　halig　drihten，

（そのとき聖なる主は身を天空にお向けになられた）

He1．5339　f．

thuo　hwarf　im　eft　thie　heritogo　an　that　hOs　innan　　　　　　　一

te　thero　thingstedi，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

（その領主〔Pilat雌〕はその建物の中，裁きの庭にもどって行うた）

Verba　der　Gem廿tsbewegung

Beowulf．2347　　　　　　　　　　　　　　　　　輸

n6　hεhim　pa　s毘cce　o且δr6d，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一k

（彼は争いを恐れることはなかった）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，baedmon．2168　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

ne　Pearft　Pa　Pさwiht　o皿dr全dal1，

一（汝は少しも恐がる必要はない）

He1．　116　　　　　　　　　　　　　　　＿

h色tthat　he　im　ni　a且dredi：

一（〔その心やさしき老入に〕恐がることはないとおいいつけになった）

Otfrid．　V．4，29

forahtun　三n　th6　gahun，　thie・thes’grabes　sahun
一（その墓の方に目をやった人々は俄かに恐ろしくなうた）　　　　　　　　　　　　　　　，

Taし210，1

forhtun　in　thrato
一（彼らは大きなi恐飾心にとりつかれた）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛

Got．　Wu1五la．　Mt．10，28』

n三〇geiP量zwis　Pans　usqimandans『 @　　　　　　　　　　　　　一

（汝ら人の身をなきものにする者を恐れるなかれ）

Wulma．　Mc，16，6

ni　faurhteiP　i猛wis，

，（汝ら恐がるなかれ）

上に提示した古代ゲルマソ語の文献資料からの例文に読みとれるよう．に，上に挙げた
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串誼知”，＊’f8ブαπ及び＊δf4ノ傭には人称代名詞のDativ形が共起しているという表現形式

をとって用いられていることが知られる。さらにここで㌔idla皿の揚合を考えてみるに，こ

の動詞のもつ基本的な意味は「要求」「期待」といった動詞概念からみてその相手となる人

は常に対格（Akkusativ）におかれ，なお「要求」の目的である対象物は属格（Genitiv）に

立つのがゲルマソ語に共通する統語上の支配関係である。こうしたことからみても，ここに

＊δf4ゴαπと共起する人称代名詞がDativにおかれていることには意味があるものと考えて

よいかと思う。さらに加えて，幸3蛎観とか＊」ゴ8ブαπが共に自動詞であるという事実をも考

慮に入れて考えるとき，ここに用いられているDativは再帰的な働きをもっているものと

みなしてよいかと思う。古代ゲルマソ語では三人称を除いては人称代名詞の3・4格形がそ

のまま再帰代名詞として用いられていることを付け加えておく。

以上のことを併わせて考えるとき，Dativの再帰代名詞と一ja一幹動詞とが共起する表現

形式にはなにか特殊な意味機能が含まれていたとみてよいかと思う，そのほか資料からもわ

かるように」萄扉の1，（1eben，）や加うδ毎，1（haben）さらにノrア8躍σ詑々ブ虚”に．ついても同様iに

Dativの再帰代名詞が付せられていることを知る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一machtr琶ge

Wu1丘la．　Lk．15，18

frawaurhta　mis　in　himill　jah　in　andwairPja　Peinamma　一

一（私は天に対して，またあなたの御前にて罪を犯した）

Hel．3394　f．

i1｛an，　forhtun　bium

that　sie　im　tぬar　farwirkien

（私は彼らが卵を犯すのではないかと心配している）

Alts，　Genesis．52　ff．

wero　farwirkien　an　werldrikea

（この世では人は誰も〔汝ほどの〕大きい罪を犯すものはいないであろう）

このような特異な表現形式には統語上の必要要件の枠外にある余劉的，冗語的（pleoras・

tisch）な意味合いがこめられていたとみることができる。一般にこのようなDat圭v形には

dativus　ethicus（関心の与格），　datiΨus　commodi（利害，便宜の与格）とかdativus

sylnpathicus（共感の与格）という見地からの考察がなされてきたかと患う，しかし今こ

こにはそのような観点からは律しきれないものが含まれているように思われる。

さて，ここで問題を動詞の態（Diathesis，　Genus　Verbi）に焦点を当てて考えてみよう。

印欧語では動詞の態はAktivum（能動態）とMediu血（中間態）の二つの態があったが，

後にPassivumが現われMediumはその中に吸収されていった。　Mediumはその名の示す

如く，AktivumとPassivumの中間に位置する態で，動詞の表わす動作，行為が主語から

出て主語に帰る行為を表わすとする限りでは今呂の再帰構文と殆ど距るところがない。ただ

し，本来のMediumの細部においては現代語の再帰表現と乖離するところがいくつかある。

ここでは工Wackernage1（1950・工124のが詳しく説明しているのでここに要約して紹

介しておこう2）。『彼はこのMediumの用法を次のように五つの意味機能に分類している。
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1）主語の関心と主語自身の領域に関する行為を表わすもの。

2）行為を通して主語が行為の結果の保持者となる行為を表わす場合。

3）能動態が主語の所有物を相手に譲渡することを表わすのに対して，中間態は樹己の所

有のうちに取り入れて，これを取りこむ行為を表わす場合。

4）能動態では一般の実務的業務に主語がその職務上または，権限上関わりをもつことを

表わすのに対して，Mediumはその動詞の表わす行為に主意的に興味とか関心をよせ

ることを表わす。

5）最初Gustav　I（riegerによって提唱されて以来その名称の当否は別として，今日用い

られているdynamisches　Medium（動的中間態）というのを挙げている，これは「動

き」，これには精神的，心理的，身体的なものを含めての動きを表わす動詞の揚合，その

行為の実行者であるものが，他者との関わりを一切顧慮することなく，行為者自体の行

為として表わす場合のことを言う，これを現代語で言うならばzu　sich　hi且（自分自身

ここに挙げたWackemage1の中間態の五つの意味機能のなかで，ここで問題なのは最後

に挙げられたものに当るかと思う，さらにWackernagelはここにいうdynam三scIes　Me・

diumについて次のように説明している。
　ギリシャ語の場合を例にとり，古来印欧語の動詞のなかには，唯ひとえに中間態の活用に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊おいてのみ現われるものがある，そのうち極く一般的なものとして面μα‘とημ砒の二つの

動詞を挙げている。

griechischκε～μα‘（ich　Iiege）ξρXoμα（ic血gehe）

易μ（ich　sit2e）

それらが中間態動詞であって，その意味するところは“勧1’θ82”及び“f盈5漉♂であっ

て，形態的にはMediumではあるけれども意味機能の点ではAktivumと異なるところが

ない，このような動詞をMedium　tantum（ずばり中間態動詞）といい，これはラテソ語の

Depone且tia（所相形動詞）とも相通ずる面がある。

lateinisch．（Deponentia｝

vehor｛ich　fahre）　　　veho（ich　f曲re　etwas　mit　mir｝

feror（ich　eile）

m。r量。r（i6五sterbe）

pro丘ciscor（ich　reise　ab）

このようにみてくると，問題にしている古代ゲルマンの動詞とも一脈相通ずるところがあ

るように思われる。ε漉餓，地9επという動詞の表わす行為は他考への配慰なく・自己中心的

になされることの多い動作である。またWackernage1はさらに説き及んで・Mendium

tantuniを表わす動詞の多くが言語の変わりゆくなかで減退し，能動態と受動態の文法構造

のなかに組み換えられていったと説明している。この点からすると，先程の再帰代名詞との

共起魂象との距離はさほどに大きくはないように思う。すなわちこうした・古代ゲルマソ語

の窺象も過去における一la一幹動詞のなかに時に中間的な古い機能の痕跡をほのかに垣間み

せてくれているのかもしれない3）。因みにゲルマソ語のなかにも，それに類似した現象をわ
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れわれ｝こ示してくれるような事実のあることを知っている。例えば古代アイスラソド語の再

帰動詞と呼ばれる一連の現象がある。それは動詞語幹と再帰代名詞とが融合した形から生ま

れたもので動詞語幹に三人称の再帰代名詞s圭kとが縮約して出来たものである。それには他

動詞のみならず自動詞とも融合して，例えば々0甥μ（kOlnme1）から加魏α曲，9α，～8π

（gehen）から8σ，～8α3々といった再帰動詞形（Reflexiva）が生成されるが，これと先のギ

リシャ語の中間態i動詞とラテソ語のDepo且entiaとは同工異曲の感がある。

また先に問題のFormans－la一は現在形，不定形に姿を現わすけれども，その他の時形に

はその跡を止めていないことを指摘したが，このことは，これらのMed圭um　tantum的な

動詞が主意的（VOluntativ）で周囲に対しての慮りを欠く行動を表わすものであることを考

えるならば，とうした行為は動作の進行する現在時制においてその本来の特性を発揮するこ

とができるのであって，過去時制などの場合には主観の立場を離れた純粋に客観的事実とし

ての表現になる可能性が高く，従ってMedium的な表現は生まれにくい。

Brugma且R（1904，527），　Wilmanns（1922，32），　H三rt（1934，166），　Meillet（1984，111）．

Krahe（1969，100），　Scemer6nyi（1980，254）などの言語学者はこの一ja一については一

様に動詞現在形形成素とする見解に止まり，それ以上の説明を加えてはいない。

ではなぜこの数限られた動詞にのみ保存される結果になったのかということに関して言う

ならば，まずそれらが短音節の語であるということが理由として挙げられよう。上に挙げた

以外にも一ja一語幹をもつ強変化動詞としては51〃8がσ，～（schwOren宣誓する）があり，こ

こにも再帰代名詞との共起現i象が認められる。

swerjan（schwδren）

Beowuif．　2736　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

ic　on　earde　bad

m禽1・gesceafta，　heold　min　tela，

ne　s6hte　searo・皿i5sa，　n6　h16　sw6r　fela

＿　　　一
飾ao血u且riht．

（私はこの大地に運命によって私に授けられた時の流れを生きながらえた。

自分に与えられたものを立派に保ち，卑怯な戦を求めることもせず，多く

の誓いを不法，不正にしたこともなかった）

次にこれらの一連の動詞に共通する意味上の特性について考えてみるに，一一つには主とし

て自動詞，それも「発着，往来」などの運動を慧味するもの，もしくは「驚怖，不安」とい

ったような個人的で主意的な情動を表わす動詞などに比較的限られている，このことも前に

述べたMedium　tantumのもつ特性と内容的にも意味的にも符合するところがある。

さてところでこのような中間態的な要素が言語の衷現面，特に語形の上から消え去りつつ

あったとき，伝統的に言語使用者の脳裡に刻み込まれてきており息の絶えることなく命脈を

保ってきた自己中心的な行動や，個人の心理の：裡に息吹くGem靴sbewegung（心の動き）

を表わすべく，古代人の豊かな情越と逞しい想像力がこのようなDativと再帰代名詞との

共起というperlphra5tischな表現形式をとる方向へ向かわせたものと思う，なお資料に戴

せた例文のなかから，この表現形式のもっている微細な表現価値の織りなす壌を感じとるこ

とができるかと思う。　　　　亘
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最後にHeliandの3912行目以下の例文と，同じくHeliandの4929行目以下の例文とを比

較してみるに，前の3912行目以下の方では再帰代名詞との共起現象が認められるのに対して，

4929目以下行の方では再帰代名詞の随伴はみられない，この両者の表現のちがいを推し測っ

てみるに，後者つまり4929行の方では行動，ここでは歩行に対する主体としての行為者の意

志的な動きが稀薄であるというよりは，むしろ他者からの強制によるものであって，この場

合行為の主体はまわりの観衆の方にあるが，これに対して前者3912行の方では同じ8’4，280，～

（gehen）という行為の主体は行為者自身の自発性にあることははっきりしている。このよ

うなところにこそMedium　tantum，それもdynam三ches　Mediumの本領が発現される恰

好の揚をみてとることができる。

窓um　Vergleich

Hel．3912五

sδhwe　s6　thar　mid　thurstu　bithwungan　wari，
s6　ganga　imu　herrod　drincan　te　mi　　　　　一

（もしのどの渇きに苦しむ者あらば、私のところへのどをうるおしに来られよ）

He1．4929　ff．

gang　that　barn　godes

un、dar　themu　heriscepi　handun　gebunden，

dr1ユbondi　te　dale．

（神の子は手を縛られて，居並び，取り囲む人々の群の中を沈痛な而持ち

で谷間へ下りて行かれた）

なおこうしたMed三um的な表現はゲルマソ語の歴史のなかで急速に再帰代名詞のDativ

形を伴うper量phrastischというかanalytischなUmschreibungによる表現形式へと加

速していき，中高ドイツ語ではこのDativの用法は新高ドイツ語に比べると大幅に認めら

れるのである。

Mhd．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

ABno．36，1

s6　diz　liut二aht量s　ward　s1含fin　al，

s6　s肥nt　1mi血f　der　v三li　guote職an

（人々がすべて夜の眠りについたとぎ、そのすぐれて敬皮な人は起き上った）

MS　1，38，6，　b　　　　　　　　」

ich　stuont　mir　nehtin　spate　an　einer　zinnen

一、（私は夜おそく尖塔の夜警の屯所に立った）

B茸chIei皿．　1．　1605

du　b三st　s6　har毒e　nih匙verwe皿et，

du　enmδhtest　dir　wol　s且nfte　lebeh

一（お前は落碧いた人生が送られないほどに砲落してはない）

WaltheL　14，38

al16rst　lebe　ioh掘1ir　werde

一（今漸く私は有益な生涯を送ることがでぎるであろう）　　　　　　　、　’

Iwein．516

L
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er　sprach‘n三ene　v輯rhte　d圭r’1

@　　　　　　　　　　　　　一（披書ま「汝恐れるな」と語った）

wigalois・6448　　　1
，　　　　　　　　　si　vorht韮rsere：　　　　　　　　　　　　一

．　　　　　（彼女はひどくこわがった）

がしかし中高ドイツ語でも時とともに次第にこのDatlvに代ってAkkusativが多く用い

られるようになっていく，しかしいまだに現在でもDat三vとAkkusativの間に揺れのある

ことを知っている。　・

英語でははやくに格の表示は失われかけていた。例えば

Caedmon．　666．　1氏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

ic　m3eg　heonon　geseon

hw記r　he　sylf　site祇

（私は彼渉どこに座ろうとしているかをここからみることができる）

というふうに，再帰代名詞のDativ昌形ではなくて，独立した再帰代名詞の無格形が使われ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

ている。ここにも英語の格の表示に対する感覚の稀薄化をうかがうことができる。

（注）

1）印欧祖語の推定形として＊一碑一／－yo－’が措定されている。・、

2）cf．0．　S：emer6nyi（198軌234）およびH．　mrt二hdogerma豆ische　Grammat1k　Vi．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rf　　　－Syntax　I．－Syntaktische　Verwendung　der　Kasus　un“der　Ve由a玉formen．

1934．　Heidelberg．　S．　203　f．

なおE面ile…3¢ロveロiste’もAktiΨumとMediuIhの対立について次のように説明している。

‘‘

c丑ns　1’actif，1esΨerbes　d6notent　un　proc壱s　qui　s’accompli色partir　du　5ujet　ot

hors　de　lui，　Dans　le　moyen，　qui　est　la　diath色seさd色f玉nir　par　oppositio罫，1e　verbe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一奄獅рPque　un　proc6s，　dont　le　sulet　est　1ε　si色ge；　蓋e　sujet　e3匙　int壱rieur　au　proc6s．”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P

（Prob16mes　de　linguistique　g血n色rale．1960　Paris。　S．174．）

（脂動態では，動詞は主語より出て，主語の外で行なわれる瑛行を裏示する。それとの対立によっ

・　て定磯づけられるところ態である中間態では動詞はその表わす行為のなされる中心的本拠であり，

　　　　　　　　　　　　　　　　　←蛹黷ﾍその塩行の渦中に没入している）

3）印欧語のMediumがその史的展開の過程で後退し，それに代って再帰的な表現形式が個鋼言語の

段階に入って急速な進展をみせることについては1　　　　　　　　－・一

Brugmann，　K．／B．　Delbruck。：Grundriβder　vergleichendeh　Grammlatlk．匪．3．　S．708．

ABBREV王ATIONS・

a1ts…　唐…　‘…　‘・・・…　励・・　alts査chsisch　　　　　　　　　　　　凸　　　　　　　　　　　　　　　’

AnnO－…一……・…Das　m記re　von　5ente　Annen　　　　　　　　　　　　・

Caedmon・…………・・Die　Caed凧onische　Genesis

got命　・・・・・・…　閃・・・・…　闘・goti5ch　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

Hε1…・……一・………Heliand　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
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Tat・・……………・……Tatian　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

EDITIONS　QUOTED
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

Beow．1fεンπθ一Sごノ置嘩o差fπ8’3　Bω1σff’五」．（ed．）E．Ψ．．Schaubert．1963，　MUncben・Paderborn・

Wlen：Verlag　Ferdinad　Sch6ningh．

CaedI血on．　D∫¢δ～’8擢G御1｛｝sfε，，漉Ef，～’召ff2‘，18，・4，27πσ々卿28¢’1，　G’033αア1々1｛ゴ4σ」直’｛｝恥’εoゐεπ

Q“βμσ．（ed．）F．　Holthausen．1914．　Heidelberg：Carl　Winterls　Universit昌tsbuchhan・

dlung

S．T．　Crawfood．1922．　Oxford：Oxford　University．

Edda．　El44σ一4fβL’2dl‘r　dl召3　Cθ4齪1～ε8fI4ε，招ゐ5’〃β7躍ロπ6融，置Dβπ々，”δ’8r，’．（ed．）H．　Kuhn．

1962．H已idelberg：Carl　Winter　UniΨersit首tsΨerlag．

He1．伽’f配，～4π，～4　Gε，榔f3．（ed．）0．　Behagha1．　TObingen：Max　Niemeyer．　ATB．　No．4．

Wu1丘la．骸伍’ゴ3　Go∫ゴ3伽Bfうロ’．（ed．｝WStreitberg．1950．　Heidelberg：Carl　Wintef

U且iversit養tsverlag．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

vORKS　QUOTED　　　　’

Braasch，　T、　レ「oJ1ε’翻df8召s　1怖r’召プう置ご‘海蟹r　3ρg．　Cロ昭”1側f50加，婁Go，雄3f3．1933．1｛eidel・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

berg：Carl　Winters　Winters　UniΨersit註t5buchhandlung．

Braune，　Wl／H．　Eggers．　！11納o酌4θπ’3‘11ε30アα，，；切ロ’ゴた．1987．　T債bingen・：Max　Niemeye二

Brugman血1く．　K1‘ノ言ε麗夙gJσ∫‘加7’吻σr4加”1直’涜4θr　fπゴ088r”～彦，1ゴ3σ馳π5、ウ耀‘加，1．1904　Stra島・

burg：Verlag　von　Kar1工Tr軸bneL
Brugma皿，　K．／B．　Delbr臼ck．σア8‘，1㎡7f84εノぴω曾’ef‘みθπゴ¢πGアα，2：”ユ召備dσアf’1ゴ08εノ，加，1’一

3‘加π5ゆプαo血θπ．II．3．1．1916．　Sセra凸bロrg：VerlagΨon　Karl　J．　Trnbner．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

Brunner，　K．．4’庁επ81f3c加G擢”1，，！ρf’々．1965．　T琶bingen：Max　Niemeyer．

Gering，　H．　γoJ’3’伽ゐ8虚5ΨFδア’βア514σ九22‘磁π・L施46r’‘4θr　E4諏・197L　Hildesheim・New

York：Georg　Olms　Verlag．

Heu51er，　A．』1’ゴ3’伽4∫5‘舵3　E勧16，惚アδπσみ．1967．　Heidelberg：Carl　Winter　Uロiversit註ts．

verlag．　　　　　　　　　　　．

Heyne・Sch吐cking．　Bω！σf‘伍111．αoε3なノ・（e母・）E・v・Schaubert・ユ961・M廿nchen：Sαh6・

ningh．

Hirt，　H．」砺，，4うf‘‘みd63σノ8εノ，，1ロ，r「3c加，，．∫∫1．1982，　Heide！berg：Car韮Winte「s　Unlve「－

sit互tsbuchhandlung．

Holthausen，　F．　．AJ3舜噛σ、晦3f3σ加3　E1β，ησ，2如プゐ1κみ．　1899．’Heidelberg：Car重Winters　Unlver．

sitatsbuchhandlung．
Krahe，　葺1．　　Gθプ”～¢”f5‘み‘・5φrα‘ハ1σ5338，～ε‘1歪姐．　　11・　　1969巳　　Berlin：　VVhlter　　de　　（｝ruyter・

（Sammlung　Gδschen｝

σノ躍πゴ廊B8召ぱ召ア麗薯1召’‘み¢，3西「¢，蓼3y73’ロ舛ゴ8r　f，1do8σ溜壇”ぎ3C加πSρrロ‘西θ”・Inns・

brucher　Beitr益ge：ur　Sprachwissenschaft．　Vo1．8．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

jrause，　W．加π曲‘‘み463σo！’3‘ゐ6π．1968．　M崩nchen：IC．　H．　Beck’sche　Verlagsbuch・

handlung．

Meillet，　A．加54fロ’ε‘’ε3　f，240召r‘ノψ6例3．1984．　Paris：Ubraire　Honor6　Champion．

Sehrt，　D．　Vollstandiges　W6rterbuch別m　Heliand　und窩ur　alts註cllsischen　Genesis．1933．

G5ttingen：Vandenhδck　and　Ruprecht．

Streitberg，　Wσo”3σ1昭5ッπ’σ＃．1981．　Heidelber9：Carl　Winter　Universit査tsverlag．

S露emer6nyi，0．　酬，げ励ア1‘，」gゴπ4「8りεγ8’θ’‘加，1吻8ρアσo力”’330，置30みψ．1980．　Darmstadt：

Wissenschaftliche　Buchgesellschaft．

Wackernagel，　J．　γ071召324π8醒π謹占召r　3ン，2’α．1．1950．　Basel：Verlag　Bir虻hauser．

Wbss壱n，　E．5σ1㍑4f3‘加3ρr励8β3σ’3fσ1惚．1．1∫．111．1970．　Berlin：Walter　de　Gruyter．

Wilmann5，「賦　Dα盗ご舵G紐”翻σ甑1ノ．1922．　Berlin　and　Leipzig：Walter　de　Gruyter．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

cICTIONARIES　QUOTED

溜伽8」ゴ5‘1～83θfン摺oJo8’』‘加3防漉アうκ‘み．　F．　Ho1tllausen．1974．　Heidelberg：Carl　Winter

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛tn玉ver呈itatsΨerlag．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

．4’晒oo耀碑’3‘ゐθ3Ψ吻r’ε7δ2‘雛．　R．　Sch世2eiche1．1969．　T曲i且gen：Max　Niemeyer．

A’魏oア4ゴε‘1雄30’ン川o’08”5‘加5フFみア融沁ε‘‘み．Jan　de　Vries．1962．　Leiden；E．　J．　Bril1

」4，‘∠4，’冴’o・5配10π」Dゴ‘’ゴθ”ロτyうな3¢40πf’1ε”：¢，2f‘3‘ア∫μ‘011ε‘‘fθ，2εθ∫’ゐσ’配’8∫oεερみ

Bosworth．（de．　and　en1．）T．　N．　Toller．・1898．（repr．）1980．　Oxford

Go’f3‘加38’ン脚’08fε‘’1¢3陥漉ア占置励．　F．　Rolthausen．1934．　Heidelberg：Carl　Winter　Uni一

versit温tsverlag．　　　　　　．

肪ノ’θアδ1‘cゐ2配プα1’，」074f3σ加πPア03ロ’f’θ耀’㍑ア．　Walter　Baetke．1965．　Berlin：Akademie－Ver．

1ag．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1
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Middle　Voioe　in　the　Old　Germanio　Languages　and　iもs　Deマelopmenと

afor田of　the　Old　Germanic　strong　verbs　with　the　formaほveづ’α一

In　the　Old　Germanicユanguges　there　are　a　number　Gf　strong　verbs　which　do

not　belongl　to　those　of　the　normal　type．　It　is　a　well　known、　fact　that　the　Old

Germanic　verbal　system　consists　of　the　two　main　groups，　that　is，　the　stro皿g

and　the　weak　verbal　constructions・hPτinciple，　the　former　group　is　charac・

terized　by　the　vowel　gradation（Ab王aut）of　the　verbal　stem，　whereas　most

of　the　latter　group　are　derivatives　from　the　other　word　ciasses　by　means

of　different　derivative　suf五xes・　However　in　pract1ce　there　are　some　exceptions

to　this　rule．　Some　Old　Germanic　strong　verbs　have　at　once　the　vowel　grada・’

tion　typical　of　the　strong　verbs　and　the　stem－formative　element　which　is

characteristic　of　the　weak　verbs　as　well、　Some　examples　of　these　verbs　are

＊εゴ’ノαπ　（sit），　＊κ8ゴ吻z　（lie）and　bidjan　（bid），　and　apparently　tlley　all　have　the

steln・formative　element－ja－in　commonL，　which　belongs　generally　to　one　of

the　weak　verb　derivative　su丘ixes．　The　purpGse　of　the　persent　paper　is　to

throw　a　light　upoll　the　orjg重nal　semantic　function　of　this　formative　alld　the

reason　why　the　formative－ja－has　been　unextinguished　only　in　these　few　verbs．

Wackernagel　explains　that　the　Indoeuropean　language　had　originalIy　the　t、マo

voices，　active　and　middle，　and　that　in　classic　Greek　the　use　of　the　Indoeuro・

pean　middle　voice　was　we11　preserved・Generally　speaking，　tlle　middle　voice

exprsses　the　movement　and　action　which　starts　from　the　sen亡ence－subject　and

goes　back　again　to　itself．　Bllt　this　very　wide　conceptionally　orientated　expla・

nation　does　not　suf五ce　for　the　explanation　of　the　particular　det且iled　distinqtion

of　the　use　aロd　function　of　the　middle　voice．　That　is　why　WackemageI　devides

the　principal　use　of　the　middle　voice董nto　five　semantic　functio皿s・According

to　his　explanation，　o皿e　of　these　funct量o皿s　consists　in　重he　expression　of　the

special　condition　that　the　subject　acts、　on・ly　for　itself，　not　for　the　other．　These

01d　Germa且ic　strong　verbs　with　the　formativeづa－are　traceable　to　the　means
　　L狽潤@express　the　Indoeuropean　middle　voice．　For　example　compare　the　Germanic

v，，b，・轍，、　and・∬頓。潤ith　Greek　m・dium　t・ntum茅μα・（1・it）・nd・・ξμ・

α正ie）．

The　functions　of　the　middle　voice　correspond　mainly　to　those　of　the　dative

renexive　pronoun．　That　is　the　reason　why　the　above－mentioned　exceptiona1

01d　Ger】manic　stron．g　verbs　with　the　for耽a転ive－ja－are　often　accompanied　by』

adat三ve　reflexive　form．　This　rule　can　also　be　applied　to　some　other　strong
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verbs　with　the　format1ve　and　to　sOme　very　common　intransit丘ve’verbs　expres・

sing　departure　or　arrivaL

In　the　course　of　the　further　historical　develoP1nent　the　role　which　was

fornlerly　performed　by　the　middle　voice　has　been　transmitted　to　the　assign・

ment　of　the　dative　reHexive　form　so　much　the　Inore，　as　the　m三ddle　voice　has

disapPeared　gradua11y　from　the　morphological　and　functional　Ievels．

（本論文は1989年の日本独文学会秋季研究発表会（大阪大学）において口頭発表したもの

を修正加筆したものである。）


